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A. 研究目的 

 関節リウマチおよび結合織疾患患者は、ステ

ロイド剤や免疫抑制剤による長期的な免疫抑

制状態にある。我々は昨年度の報告で、長期ス

テロイド内服患者では、HBs 抗体価は低下し、

HBV 再活性化につながる可能性を示した。ステ

ロイド剤投与の有無によるHBs抗体価に推移を、

昨年度の報告に加えて検討し、その臨床的意義

を考察する。 

 

B. 研究方法 

 対象：当科で免疫抑制療法（ステロイド剤、

免疫抑制剤、生物学的製剤）を施行した関節リ

ウマチおよび結合織疾患患者で、2012 年 1月〜

2015年1月までに２回以上HBs抗体価が測定さ

れている症例。対照群として、免疫抑制療法が

施行されていない結合織疾患患者(無治療群)

で、同様に HBs 抗体価が測定された症例を設定

した。 

 方法：ステロイド投与の有無で群分けし、HBs

抗体価の推移をステロイド投与群、非投与群、

無治療群で比較した。追跡期間を考慮に入れる

ため、HBs 抗体価の変化量を追跡した月数で除

した値を用いた。 

 倫理面での配慮：後ろ向き研究であること、

肝炎再活性化の指標となる可能性のある保険

収載の検査であり、書面での同意は省略した。 

 

表 1. 結果 

 

研究要旨 

HBV 既感染患者の免疫抑制療法中に、HBV の再活性化が起こることが知られているが、中和

抗体である HBs 抗体価の変動についての検討は少ない。昨年度の報告で HBV 既感染の関節リ

ウマチおよび結合織疾患患者について、長期ステロイド内服により HBs 抗体価が低下する可

能性を示した。免疫抑制療法、特にステロイド投与の有無による HBs 抗体価の推移について

さらなる検討を行った。 



 

図 1. HBs 抗体価の推移
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D.考察

 関節リウマチおよび結合織疾患患者におけ

る、免疫抑制療法中の
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観察できた平均期間は約

我々は長期的なステロイド投与により

価が低下し続けている症例を経験している。今

後観察期間を延ばすことで、さらなる

価の低下を確認できる可能性がある。

価が低値であることが、

であるとの報告もあり、再活性化との関連を含

めて、さらなる検討が必要である。

 

E．

 関節リウマチおよび結合織疾患患者におけ

る、免疫抑制療法中の

ヶ月の観察期間において、無治療群と比較する

と、低下傾向であり、

もって低下した。

 

F.健康危険情報
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高橋良 猪熊茂子 小鮒美香 松原絵里佳 

岡田里佳 堀越正信 小林祥子 

 

D. 知的財産権の出願・登録状況（予定も含む） 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし 


